
1p…夢・未来　熊谷ジュニア議会
2・3・4p…ウィークエンドサイエンス
5p…秋休みわくわく探検隊
6p…学校紹介（熊谷南小学校）

7p…インフォメーション
8p…熊子連球技大会
　　 放課後子供教室の活動の紹介
　　 編集後記

　令和７年１１月１４日（金）埼玉県民の日に、市内１６の中学校の代表の生

徒がジュニア議員となり、「第２０回　夢・未来　熊谷ジュニア議会」が市

議会本会議場で開催されました。

　ジュニア議員のみなさんは、夏休みにワークショップを行い、お互いの

交流を深めたり、熊谷市について関心を高めたりして、議会当日に向けて

準備をしてきました。

　ジュニア議会の前半の議長は、中条中学校の巻島悠人さんが務め、後半は、副議長の妻沼東中学校の清水帆乃華

さんが務めました。

　実際の議場の議員席に座るジュニア議員のみなさんは緊張の面持ちでしたが、議長に名前を呼ばれ大きな声で返事

をし、演壇に向かい質問をする姿は堂々としていました。　　

　質問の内容は、「熊谷市の認知度アップ」「暑さ対策」「高齢者の健康」「子育て支援」「ムサシトミヨについて」「熊

谷市の名物」「事故防止」など様々でした。どの質問もジュニア議員のみなさんの熊谷を良くしたいという思いや、熊

谷市民のみなさんへの思いやりの気持ちが込められた質問でした。それらの質問に小林哲也市長、渋谷昌美教育長、

市執行部の方々から、詳しくわかりやすい答弁がありました。

　閉会後、小林市長と小鮒議長から講評をいただき、「堂々と質問をしていて頼もしかった。」「地域のリーダーとして

活躍してほしい。」「熊谷市のことをもっと知って好きになってほしい。」との言葉がありました。

　すばらしいジュニア議会でした。これからも、熊谷市のためにできることを考え、実行していきましょう。
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くま　こ　れんきゅうぎ   たい かい

ほう   か 　ご　 こ　どもきょうしつ　　 かつ どう   　 しょうかい

へんしゅうこう  き

ゆめ 　  み  らい 　  　くま がや 　　　　　　　    　  ぎ  かい 

　　　　　 

 あき やす　　　　　　　　　　　　たん けん たい

 がっ こうしょうかい　 くまがやみなみしょうがっこう

だい 　　  　　　　　　かい 　　　　　ゆめ 　　  　　  み          らい 　　　　　くま 　　  がや 　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　  ぎ  　　 かい 

　　れい  わ 　　ねん 　　  がつ 　　　 か     きん　 さい たま けんみん 　　 ひ　　　　    し  ない 　　　　　ちゅうがっ こう 　　だいひょう 　 せい

  と 　　　　　　　　　　   ぎ  いん 　　　　　　　　　だい 　　  かい 　　ゆめ 　　  み  らい 　　くま がや 　　　　　　　　  ぎ  かい 　　　  し

 ぎ  かい ほんかい  ぎ じょう 　  かい さい

　　　　　　　　　 　ぎ  いん 　　　　　　　　　　　　　　  なつやす 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 おこな　　　　　　たが 　　　　 

こうりゅう     ふか 　　　　　　　　くま がや  し  　　　　　　　　 かん しん 　  たか 　　　　　　　　　　  　　ぎ  かいとうじつ 　　 む 　　　　 

じゅんび

　　　　　　　　       ぎ  かい 　　ぜんはん 　　  ぎちょう        　 ちゅうじょうちゅうがっこう 　 まき しま はる  と 　　　　　　  つと 　　　　 こうはん 　　　　 ふく  ぎ ちょう 　   めぬまひがしちゅうがっこう 　　　し みず  ほ 　の　か 

　　　　      つと 

       じっ さい 　　 ぎ じょう　　  ぎ  いんせき 　　すわ 　　　　　　　　　　 ぎ  いん 　　　　　　　　　　　　きんちょう 　  おも  も 　　　　　　　　　　　　  ぎ ちょう 　　な　まえ 　　 よ 　　　　 おお 　　　　こえ 　　へん  じ 

  　　　       えん だん 　　 む     　　　しつ もん 　　　　　すがた 　  どう どう 

       しつもん 　　ない よう 　　　　　 くまがや　し 　　 にん  ち　 ど 　　　　　　　　　 あつ 　  たい さく 　　　こうれい  しゃ　　 けんこう 　　　  こ  そだ 　　  し  えん 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  くま

がや  し 　　  めいぶつ 　　　 じ　 こ  ぼう　し 　　　　　 さま ざま 　　　　　　　　　　　　 しつもん　　　　　　　　　　  ぎ  いん 　　　　　　　　　　　　 くま がや 　　 よ 　　　　　　　　　　　　　　 おも 　　　　　　 くま

がや し   みん　　　　　　　　　　　 　　　おも 　　　　　　　　  き　 も 　　　　  こ 　　　　　　　　  しつ もん 　　　　　　　　　　　　　　　　しつ もん　　  こ ばやしてつ や   し ちょう　　しぶ  や  まさ  み きょういくちょう　   

し  しっ こう  ぶ  　　かた がた     　　　　  くわ 　　　　　　　　　　　　　　　  とう べん

　　へいかい  ご   　　 こ ばやし しちょう 　　こ  ぶな   ぎ ちょう 　　    こうひょう                     　　　　　　 どう どう   　しつ もん 　　　　　　　　　  たの 　　　　　　　　　　　　　　  ち  いき　　　　　　　　　　　　　　　   

かつやく 　　　　　　　　　　　　　　くま がや  し 　　　　　　　　　　　　　　  し 　　　　 す  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 こと   ば

　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　ぎ かい 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 くま がや  し              　　　　　　　　　　　　　　　  かんが 　　　  じっ こう
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あか　 ぎ    やま　 　　うつく　　　　　　 し 　ぜん　　　   さぐ　　　
令和7年 10月13日（月）
れい　わ　   ねん　　　　 がつ　　　  にち   　げつ

い　　　　 し　 ぜん   かん　さつ

バスで行く自然観察
「赤城山の美しい自然を探る」 赤城山周辺

あか    ぎ　 やましゅう へんスポーツの日

　市役所から大型バスで赤城山へ出発しました。車中から見える山々の名前や解説をサ

イエンスボランティアの小池博先生と桒原伸行先生から聞きながら赤城山へ向かいまし

た。途中自然に群生している白樺を見て、ヤドリギや道端に咲いているリンドウを見つけ、

小沼湖畔でお弁当を食べ、鳥居峠から覚満淵へと向かいました。かつてケーブルカーがあっ

た鳥居峠から熊谷の位置を確認しました。そして、覚満淵では足元に注意しつつ木道の

上を歩きました。この湿原は、マグマが噴き出して山頂付近が陥没してカルデラができ、

そこに大沼、覚満淵ができたそうです。小池博先生の解説を聞きながら湿原に生息する

植物を観察しました。

　この日は、秋の日差しが柔らかく風がさわやかなハイキング日よりでした。空には鷹の

仲間が飛んでいました。５月初夏からは、ツツジや高原の野草が見ごろになり美しいので、

季節を変えてまた来てみてほしいとの説明も受けました。「山の植物や木は移り変わるん

だよ。変化に気づけるようになると山好きになるんだよ。」と教えていただきました。

　参加者からは、「日頃できない親子でのハイキングが楽しかった。」「ヤドリギの話に興

味をもちました。」「花や木の名前をたくさん教えていただきました。」などの感想がありま

した。赤城山の自然に触れた一日でした。

　　　 し　 やく　しょ 　　　　　 おお  がた 　　　　　　　    あか　 ぎ　 やま     　 しゅっ ぱつ 　　　　　　　　　　　　 しゃ ちゅう 　　　　　  み 　　　　　　やま  やま        　 な　まえ 　　   かい   せつ 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  こ   いけ  ひろしせん  せい　　　 くわ  ばら   のぶ  ゆき  せん  せい　　　　　　  き　　　　　　　　　　     あか　 ぎ　 やま 　　　 む 

　　　　　  と  ちゅう  し   ぜん 　　   ぐん  せい 　　　　　　　　　   しら   かば 　　　み　　　　　　　　　　　　　　　　　　みち  ばた 　　　  さ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 み

　こ      の　こ　 はん     　　　　 べん とう 　　　 た　　　　　 とり　 い  とうげ 　　  　　かく　まん  ぶち 　　　　　  む

　　　とり　 い　とうげ　　　　   くま　がや 　　　 い　  ち 　　　  かく  にん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    かく　まん  ぶち  　　　　　 あし  もと 　　  ちゅう  い 　　　　　　　　 もく　どう

 うえ 　　  ある           　　　　　　　　　　　　　　  しつ　げん 　　　　　　　　　　　　   　　　 ふ 　　　   だ　　　 　　さん ちょう  ふ　 きん　　   かん　ぼつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   

　　　　　　　　 お　  の 　　　 かく　まん   ぶち  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        こ　 いけ ひろしせん  せい　　　 かい  せつ   　　　き　　　　　　　　　　　 しつ　げん 　　  せい   そく 　　　　　

しょく ぶつ 　　  かん　さつ 

　　　　　　　　  ひ 　　　　　  あき　　　　ひ　 ざ　　　　　　 やわ 　　　　　　　  かぜ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ひ　　　　　　　　　　　　　　　　 そら　　　　　  たか

 なか    ま 　　　  と　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 がつ  しょ   か 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 こう   げん　　　  や   そう　　　   み 　　　　　　　　　　 　　 うつく

   き　せつ 　　　 か　　　　　　　　　　　   き　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 せつ　めい 　　    う　　　　　　　　　　　　　　　やま　　　しょくぶつ 　　　  き 　　　 うつ 　　　 か

　　　　　　　　へん　 か　　　   き               　　　　　　　　　　　　　　　　　　  やま    ず   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　おし 

　　　 さん　か    しゃ 　　　　　　　　　　　　 ひ　 ごろ 　　　　　　　　　　  おや　こ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 たの 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  はなし 　   きょう

　み　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 はな　　　  き　　　     な   まえ　　　　　　　　　　　　　おし　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  かん　そう 

　　　　　　　   あか　 ぎ　やま 　　　 し　 ぜん 　　　 ふ　　　　　　 いち  にち
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令和7年 10月18日（土）
れい　わ　   ねん　　　　 がつ　　　  にち   　  ど

  くま がや   し   たんじょう　　 しゅうねん　き　ねん  じ  ぎょう

熊谷市誕生20周年記念事業
『サイエンスショー』 大里コミュニティーセンター

大集会室

おお さと

だいしゅうかいしつ

　１２１名の児童生徒とその保護者の熱気あふれる会場のステージに、Dr.清水とDr.関口

が登場し『サイエンスショー』が始まりました。始まりは、普段目にする傘袋やペットボトル

がロケットになって飛びます。ペットボトルロケットはくす玉に向かって飛び、開いたくす玉

からは、「２０年おめでとう！」のたれ幕が！次は、大きな空気砲が出てきました。大きな丸

い穴からドーナツ状の白い煙がぷかぷか頭上を飛んでいきます。「わー、すごい！次は何か

な？」みんなの期待が膨らみます。棒をこすると静電気が発生して、棒の上をすずらんテー

プがクラゲのようにふわふわ浮かびます。強い風をおこし大きな重いボールを浮かせると会

場から歓声があがりました。風船の串刺しに驚き、種の飛び方に自然のすごさを知り、―

１９６℃という経験したことがない液体窒素の世界にまた驚きました。他にも手作りホー

バークラフト、人が入れる大きなシャボン玉などテンポよく行われる実験をわくわくドキド

キしながら楽しみました。

　参加者からは、「家でもできそうな実験だったので、家でもやってみたい。」「空気砲が楽

しかった。」「音の実験がおもしろかった。」「シャボン玉の中に人が入ってしまってすごかっ

た。」「風船の串刺しは、ドキドキした。」などの感想がありました。

　身近なものを使った実験やそれにちなんだクイズで科学の知識を学び、熊谷市誕生２０

周年記念事業『サイエンスショー』にちなんだ科学の記念品もいただき、心に残る『サイエ

ンスショー』になりました。

　　　　　　　　　 めい 　　　 じ 　どう  せい　 と 　　　　　　　　   ほ　  ご　 しゃ 　　　ねっ　き 　　　　　　　　　　　 かい じょう 　　　　　　　　　　　　　　　　　ドクター　し　みず　　ドクター  せき  ぐち

　　　 とうじょう 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 はじ 　　　　　　　　　　　　　　　はじ 　　　　　　　　　      ふ　だん    め 　　　　　　　　かさ ぶくろ 　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　と　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  だま　　　  む　　　　　　　　  と　　　　　　 ひら　　　　　　　　　　  だま

　　　　　　　　　　　  　　　　　ねん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まく　　　　　つぎ　　　　　  おお 　　　　　 くう    き　ほう     　　で　　　　　　　　　　　　　　　　おお　　　　　  まる

 　　 あな　　　　　　　　　　　  　　　  じょう　　  しろ　　   けむり    　　　　　　　　　　　   ず  じょう 　　  と　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      つぎ　　　なに

　　　　　　　　　　　　　　　　　 き　  たい　　　 ふく　　　　　　　　　　　　   ぼう　　　　　　　　　　　　  せい  でん　  き 　　　 はっ  せい 　　　　　　　   ぼう　　   うえ 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     　   　　　　　う　　　　　　　　　　　　　  つよ 　　 かぜ          　　　　　　　  おお　　　　　  おも　　　　　　　　　　　　    う 　　　　　　　　　　  かい 

 じょう 　　　     かん せい 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　ふう  せん　　　  くし　ざ 　　　　　  おどろ 　　　   　たね 　　　 と 　　　  かた　　　 し　 ぜん 　　　　　　　　　　　　    し 

　　　　　　　   　　　　　　　　　 けい  けん         　　　　　　　　　　　　　　   　えき　たい ちっ    そ 　　　   せ　 かい 　　　　　　　  おどろ 　　　　　　　　　　　　 ほか　　　　　     て　 づく

　　　　　  　　　　　　　　　　　　 ひと　　   はい　　　　　 おお　　　　　　　　　　　　　　　  だま　　　　　　　　　　　　　　　　　  おこな　　　　　　　  じっ  けん 

 　　　　　　　　　　　　 たの

 　　　さん  か　 しゃ 　　　　　　　　　　　  いえ　　　　　　　　　　　　　　　　　   じっ   けん            　　　　　　　　　　　  いえ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  くう   き　 ほう　　　 たの

　　　　　　　　　　　　　　　 おと　　　 じっ   けん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  だま　　    なか　　　 ひと　　  はい

　　　　　　　　 ふう せん　　　 くし　ざ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   かん   そう

　　　 み　 ぢか　　　　　　　　　　  つか　　　　　  じっ けん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  か　 がく　　　  ち 　しき　　   まな 　　　　　　くま  がや   し    たんじょう

しゅうねん    き   ねん    じ  ぎょう　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  か　がく　　　　き　ねん　ひん　　　　　　　　　　　　　　　  こころ　　  のこ
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　今回は、机の上にばらばらに置かれて

いる本物の骨「クマの手、ニワトリの手

羽先、豚の足、シカの足」を写真や図を

参考にしながら2人1組になって形にしま

す。初めに、たくさんの骨がパズルのよ

うにぴたりとはまる不思議な感覚を体感

しました。「クマの手ってこうなってい

るのか。」「どこがどうつながっているの

だろう？」などという声の中、各組10分

程で形になりました。種類を変えて体験してみるとコツがわかってきて早く完成できる

ようになりました。

　次に、もっと大きな全身骨格に挑戦です。今度は、

「ブタ、カラス、イルカ、ネコ、ダチョウ」などです。

足なのか、背骨なのか、パーツごとに分けていき

ます。設計図を見ながら組み立てていくなかだん

だんと形になってきました。「関節がここに入る

よ。」など先生のアドバイスをもとに「だんだんイル

カにみえてきた！」など盛り上がってきました。

　今度は、さらに大きな「クジラ、マンモス、キリン」

の骨に挑戦です。ブルーシートの上に置かれた骨。

頸椎の部分を運ぶのに2人で運ぶほど重いことがわ

かります。キリンの首の頸椎は7個だと学びました。

キリンの角の形、目の穴など、実物には迫力があり

ました。クジラの肋骨は小学生の背丈より長いこと

も実感しました。

「興味のある人は自分でも標本が作れるよ。

骨の不思議に触れてほしい。」とのお話がありま

した。参加者からは、「骨にはつながりがある

ことがわかった。」「直接触れることができ驚い

た。」「組み立てが楽しかった。」などの感想があ

りました。

本物の骨で骨格標本を組み立てよう

　　　 こん   かい　　　　　　つくえ　　　うえ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お

　　　　　　 ほん    もの　　　   ほね　　　　　　　　　　　  て　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  て

　ば　  さき 　　　ぶた　　　　 あし　　　　　　　　　　　　   あし　　　　　 しゃ   しん　　　　 ず

  さん   こう　　　　　　　　　　　　　     ふ た り　　　くみ　　　　　　　　　　　  かたち　

　　　　　　 はじ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ほね　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　  ふ　　し　  ぎ　　  　  かん   かく　　　   たい   かん

　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　  て　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　    こえ　 　　  なか　　  　かく   くみ　　　    ぷん

  ほど　　　かたち　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　  しゅ  るい　　　　 か　　　　　　　たい   けん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 はや　　　  かん   せい　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つぎ　　　　　　　　　　　　　   おお　　　　　　 ぜん  しん　こっ　かく　　　 ちょうせん　　　　　　　　 こん　 ど　　　

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あし　　　　　　　　　　　　　せ　  ぼね　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わ　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  せっ　けい　  ず　　　　   み　　　　　　　　　　  く　　　　   た

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  かたち　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かん　せつ　　　　　　　　　　　　　はい　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　せん　せい　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 も　　　　  あ　　　　　　　　　

　　　 こん　 ど　　　　　　　　　　　 　　　 おお　　　　　　　　　　

　　　 ほね　　　  ちょうせん　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  お　　　　　　　　　   ほね

 けい　つい　　　　  ぶ　 ぶん　　　   はこ　　　　　　　　　  ふたり　　　　  はこ　　　　　　　　    おも

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 くび　　　  けい　つい　　　　　　こ　　　　　　  まな　

　　　　　　　　　　　　つの　　　 かたち　　　  め　　  　 あな　　　　　　　　　 じつ　ぶつ　　　　　　  はく  りょく　　

　　　　　 　　　　　　 　　　　　　　　　　　  ろっ   こつ　　　 しょう がく  せい　　　    せ　 たけ　　　 　　　 なが　

　　　じっ   かん　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  きょう    み　　　　　　　　　　  ひと　　　　  じ     ぶん　　　　　　  ひょう ほん　　　    つく　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ほね  　　　　ふ　　し　　ぎ　　　　　ふ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  はなし　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　  さん　 か　  しゃ　　　　　　　　　　　　　　 ほね

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　 ちょく  せつ    ふ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  おどろ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　 く　　　　　た　　　　　　　 たの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  かん    そう　　　　

大里コミュニティーセンター　大集会室
おお さと　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　だいしゅうかい しつ

 ほん　　 もの　　　　　 ほね　　　　　  こっ　   かく    ひょう　ほん　　　　　　く　　　　　　 た

令和7年11月1日（土）
れい　わ　    ねん　　      がつ   ついたち    　    ど

キリンの骨
ほね

ほね

クジラの骨


